
一

宮
城
県
山
元
町
の
現
状

宮
城
県
山
元
町
は
、
宮
城
県
沿
岸
部
の
最
南
端
に
位
置
し
、
南

は
福
島
県
と
の
県
境
に
接
し
て
い
る
。
仙
台
市
か
ら
は
、
Ｊ
Ｒ
常

磐
線
で
約
４０
分
、
高
速
道
路
使
用
で
は
約
４５
分
と
仙
台
市
へ
の
通

勤
、
通
学
に
非
常
に
便
利
な
環
境
に
あ
り
、
面
積
は
約
６５
�
。
県

内
で
も
降
雪
量
が
少
な
く
、
年
間
を
通
し
温
暖
な
地
域
で
あ
る
。

産
業
は
、
県
内
２
位
の
出
荷
量
を
誇
る
い
ち
ご
の
他
、
り
ん
ご
、

ホ
ッ
キ
貝
が
特
産
品
で
あ
り
、
最
近
は
、
週
末
に
な
る
と
平
成
３１

ゆ
め

年
２
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
農
水
産
物
直
売
所
「
や
ま
も
と
夢
い
ち

さ
と

ご
の
郷
」
が
大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
る
。

山
元
町
の
水
道
事
業
は
、
昭
和
５３
年
に
町
内
の
簡
易
水
道
を
統

合
し
て
事
業
を
開
始
し
、
そ
の
後
、
平
成
元
年
に
供
用
を
開
始
し

た
宮
城
県
の
仙
南
・
仙
塩
広
域
水
道
に
参
加
、
水
源
の
約
７
割
を

県
の
広
域
水
道
か
ら
受
水
し
、
残
り
の
３
割
を
深
井
戸
の
自
己
水

源
で
賄
っ
て
い
る
。
令
和
２
年
３
月
３１
日
現
在
の
人
口
は
、
１
万

２
１
２
５
人
、
給
水
人
口
は
、
１
万
１
９
９
７
人
で
あ
る
。
水
道

事
業
に
従
事
す
る
職
員
は
、
上
下
水
道
事
業
所
長
の
他
、
庶
務
班

３
名
、
施
設
班
５
名
（
横
浜
市
水
道
局
か
ら
の
派
遣
職
員
１
名
、

復
興
庁
か
ら
の
派
遣
職
員
１
名
を
含
む
）
で
、
他
に
下
水
道
事
業
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震
災
前
の
平
成
２３
年
２
月
末
で
１
万
６
６
９
５
人
で
あ
っ
た
人

口
は
、
２
年
後
に
は
、
約
１９
％
減
少
し
、
平
成
２５
年
３
月
末
で
１

万
３
５
５
８
人
と
な
っ
て
い
た
。
当
時
は
、
住
民
票
の
異
動
を
せ

ず
に
、
町
外
に
避
難
し
て
い
た
方
も
い
た
の
で
、
実
際
の
居
住
人

口
は
、
も
っ
と
少
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
町
内
の
Ｊ

Ｒ
山
下
駅
、
坂
元
駅
の
２
駅
が
津
波
に
よ
り
被
災
し
、
Ｊ
Ｒ
常
磐

線
は
、
ル
ー
ト
を
内
陸
側
に
移
設
し
て
復
旧
す
る
こ
と
と
な
り
、

平
成
２８
年
１２
月
に
復
旧
す
る
ま
で
不
通
と
な
っ
て
い
た
。
Ｊ
Ｒ
の

復
旧
ま
で
に
５
年
以
上
要
し
た
影
響
は
非
常
に
大
き
く
、
Ｊ
Ｒ
常

磐
線
復
旧
後
は
、
人
口
減
少
率
も
少
な
く
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
、

令
和
２
年
３
月
３１
日
現
在
の
人
口
は
更
に
減
少
し
、
震
災
前
と
比

較
す
る
と
２７
％
以
上
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

三

横
浜
市
か
ら
の
支
援

横
浜
ウ
ォ
ー
タ
ー
㈱
が
国
土
交
通
省
の
モ
デ
ル
事
業
を
受
託
し
、

山
元
町
の
上
下
水
道
事
業
を
支
援
し
て
い
た
同
時
期
に
横
浜
市
か

ら
技
術
職
の
職
員
を
派
遣
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
横
浜

市
中
区
に
「
山
元
町
」
と
い
う
町
が
あ
り
、
地
区
内
商
店
街
や
町

内
会
の
関
係
者
が
同
じ
名
前
の
山
元
町
に
支
援
物
資
を
届
け
た
こ

図表２ 水道事業における給水収益の推移

450,000

339,892千円

11,997人

335,416千円

11,676人

325,568千円

11,820人

305,467千円

12,039人

243,407千円

14,014人

386,439千円

15,609人

279,004千円

12,292人 320,225千円

11,769人

328,482千円

11,659人

340,122千円

12,042人

389,908千円

16,575人
18,000
給水人口（人） 水道料金収入（千円）

16,000

14,000

12,000

10,000

 8,000

6,000

4,000

2,000

H21 H31H30H29H28H27H26H25H24H23H22
0 0

 50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

給水収益 給水人口

H22とH24比
給水人口：▲3,317人（▲21％）　水道料金収入：▲107,435千円（▲28％）

28



と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
横
浜
市
は
、
東
日
本
大

震
災
以
前
に
も
、
阪
神
大
震
災
や
新
潟
県
中
越
地
震
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
被
災
地
に
技
術
職
員
を
派
遣
し
て
お
り
、
豊
富
な
災
害
復
旧

を
経
験
し
て
い
る
横
浜
市
か
ら
の
職
員
派
遣
は
た
い
へ
ん
心
強
い

も
の
で
あ
っ
た
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
が
急
務
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
調
整
の
結
果
、
平
成
２３
年
１
月
末
か
ら
山
元
町
の
上
下
水

道
事
業
所
に
横
浜
市
水
道
局
の
技
術
職
職
員
１
名
、
下
水
道
事
業

を
所
管
す
る
環
境
創
造
局
か
ら
２
名
の
支
援
を
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
た
。
横
浜
市
水
道
局
か
ら
の
職
員
派
遣
は
令
和
２
年
度
の
現

在
も
継
続
い
た
だ
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
山
元
町
と
横
浜
市
の
関
係
が
深
ま
り
、

平
成
２５
年
３
月
に
横
浜
ウ
ォ
ー
タ
ー
㈱
を
加
え
た
三
者
で
山
元
町

が
将
来
に
わ
た
り
、
安
定
的
、
か
つ
持
続
的
な
上
下
水
道
事
業
運

営
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
山
元
町
の
上
下
水
道
事
業

支
援
に
関
す
る
三
者
協
定
」
を
締
結
し
た
。
更
に
は
、
三
者
協
定

締
結
後
の
平
成
２５
年
度
か
ら
は
、
毎
年
、
そ
の
年
度
ご
と
の
課
題

を
解
決
す
る
た
め
の
上
下
水
道
事
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務

を
横
浜
ウ
ォ
ー
タ
ー
㈱
に
委
託
す
る
こ
と
と
し
、
復
旧
・
復
興
が

加
速
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
山
元
町
の
水
道
事
業
は
、
こ
の
東

日
本
大
震
災
を
契
機
に
大
き
く
舵
を
切
る
こ
と
と
な
っ
た
（
図
表

図表３ 三者協定とアドバイザリー業務委託
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３
）。

四

包
括
的
業
務
委
託
の
導
入

横
浜
市
か
ら
の
職
員
派
遣
に
よ
り
、
深
刻
な
問
題
で
あ
っ
た
マ

ン
パ
ワ
ー
不
足
が
解
消
さ
れ
、
も
う
一
つ
の
大
き
な
課
題
で
あ
る

上
下
水
道
事
業
の
経
営
健
全
化
に
向
け
、
派
遣
職
員
を
含
め
た
上

下
水
道
事
業
所
職
員
と
横
浜
ウ
ォ
ー
タ
ー
㈱
で
検
討
を
開
始
し
た
。

平
成
２４
年
６
月
か
ら
は
、
技
術
職
員
の
ほ
か
に
事
務
系
の
職
員
を

横
浜
市
水
道
局
か
ら
派
遣
い
た
だ
い
た
。
こ
の
よ
う
な
支
援
を
い

た
だ
い
た
こ
と
に
よ
り
、
上
下
水
道
事
業
包
括
的
業
務
委
託
の
導

入
を
議
論
し
た
の
で
あ
る
。

山
元
町
は
、
平
成
１８
年
３
月
に
隣
町
の
亘
理
町
と
の
合
併
協
議

が
休
止
扱
い
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
行
財
政
改
革
に
着
手
し
て

お
り
、
上
下
水
道
事
業
所
職
員
の
削
減
は
、
町
職
員
の
削
減
と
あ

わ
せ
て
実
施
し
て
い
た
が
、
震
災
前
に
は
、
更
な
る
行
財
政
改
革

の
一
つ
と
し
て
上
下
水
道
事
業
所
が
独
自
に
提
案
し
、
将
来
的
な

上
下
水
道
料
金
の
改
定
を
見
据
え
、
で
き
る
限
り
の
行
財
政
改
革

を
実
施
し
な
い
と
料
金
改
定
・
値
上
げ
の
町
民
理
解
は
得
ら
れ
な

い
と
判
断
し
た
。
町
議
会
に
も
そ
の
効
果
等
を
説
明
し
て
お
り
、

東
日
本
大
震
災
当
日
の
午
前
中
に
も
、
議
会
の
常
任
委
員
会
に
出

席
し
、
そ
の
効
果
等
を
説
明
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
震
災
直
後
は
、

災
害
復
旧
を
最
優
先
と
し
て
い
た
た
め
、
包
括
的
業
務
委
託
の
導

入
は
一
時
白
紙
状
態
と
な
っ
て
い
た
が
、
改
め
て
検
討
し
た
結
果
、

震
災
後
の
急
激
な
人
口
減
に
伴
う
給
水
収
益
の
減
少
な
ど
か
ら
、

こ
の
ま
ま
で
は
、
上
下
水
道
料
金
の
改
定
は
避
け
て
は
通
れ
な
い

と
推
測
さ
れ
、
民
間
に
委
託
で
き
る
も
の
は
効
果
的
に
民
間
に
委

託
す
る
上
下
水
道
事
業
包
括
的
業
務
委
託
を
導
入
す
べ
き
と
な
っ

た
も
の
で
あ
る
。
山
元
町
は
、
町
全
体
が
平
坦
で
住
宅
が
散
在
し

て
お
り
、
水
道
管
の
総
延
長
が
約
２
５
０
㎞
と
非
常
に
長
い
と
い

う
特
徴
が
あ
る
こ
と
、
あ
わ
せ
て
、
広
域
水
道
の
受
水
費
に
つ
い

て
も
全
国
的
に
高
い
水
準
に
あ
る
た
め
、
山
元
町
の
水
道
料
金
は

県
内
で
も
特
に
高
い
水
準
に
あ
っ
た
。
も
と
も
と
高
い
水
準
で

あ
っ
た
水
道
料
金
の
値
上
げ
を
避
け
、
被
災
し
た
町
民
に
新
た
な

負
担
を
負
わ
せ
な
い
た
め
に
は
、
上
下
水
道
事
業
包
括
的
業
務
委

託
を
導
入
し
、
福
利
厚
生
費
の
手
厚
い
町
職
員
を
削
減
し
民
間
企

業
に
業
務
を
委
託
す
る
こ
と
で
人
件
費
を
抑
え
る
し
か
方
法
が
な

い
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
横
浜
ウ
ォ
ー
タ
ー
㈱
と
業
務
委
託
契
約
し
た
平
成
２５

年
度
の
上
下
水
道
事
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
に
包
括
的
業
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